
一 般 質 問

令和 4年第 3回定例会（9月 7日）

質 問 者 内 容 答弁を求める

１．府道５号線の安全対策について
髙山 豊彦

（１）府道５号線に面した山林から樹木の枝等が張り出し、 建設事業課長
大型車両がセンターラインを超えないと走行できない
状況となっている。道路管理者である府に対してどの
ような要請をされてきたのか。

２．公共下水道事業、浄化槽整備事業の今後の展望に
ついて

（１）公共下水道事業と浄化槽整備事業について、令和３ 副町長
年１２月議会で「検証し、不公平な状況の場合は、検
討課題となる」との答弁をいただいたが、どのような
検討が行われたのか。また、検討の結果どのような課
題が出てきたのか。

（２）下水道事業における今後の展望について、下水道施 建設事業課長
設は供用開始後２０年を過ぎ、施設の老朽化対策も必
要となる中で、ストックマネジメント計画の策定や、
災害などの緊急事態における事業継続計画の進捗状
況、また現時点での問題点は。

（３）浄化槽整備事業における今後の推進について、下水 農村振興課長
道事業区域外においては、浄化槽の整備となるが、現
状の整備率と、今後どのように整備を進めるのか。

（４）下水道事業の維持管理、浄化槽設置整備促進に係る 総務課長
財源の確保について、国・府の補助金はあるものの、
住民負担が発生すると考察したとき、町全体の財政展
望として、他の事業も含め住民負担軽減のためにどの
ように計画されているのか。

３．観光施策、町外から来られた観光客へのおもてな
しと、住民生活の安全安心について

（１）地域資産を活用したまちづくりを、今後どのように 町長
進めようとされているのか。成果目標と進めるための
課題は。

（２）「住民協働」とよく言われますが、住民にどのよう 町長
な協力・協働を求めるのか、具体的な説明を。

（３）石寺地区駐車場整備について、今後の計画工程は。 地域力推進課長

１．和束町の人事体制を問う 町長
村山 一彦 副町長

（１）今年から５年間、毎年２名の課長職にある人が定年
退職を迎える。この対応策はどう考えているのか。

（２）現在の課長補佐、係長は何名か。

（３）和束町の職員を１２０名から８０名に減らしたのは
何年の事か。

（４）今年は一般事務職は採用ならなかった。原因はどこ
にあると考えているか。



（５）中途採用は考えないのか。

２．ふるさと納税について 町長
総務課長

（１）令和３年度受入額は１，１５２千円で、この数年横 税住民課長
這い状態である。

①専任体制に出来ないか。
②返礼品業者の募集を行っていると聞くがどのような
方法で行っているのか。
③返礼品の写真がホームページ上で掲載されているが
インパクト感がない。刷新すべきと考えるが。
④ふるさと納税による流出額は。

１．新型コロナ感染対策について 町長
岡本 正意 福祉課長

（１）検査体制の充実、強化を。 診療所事務長

①「いつでも、誰でも、無料で、何度でも」の検査体
制整備へ、PCR・抗原検査の拡充を。
②高齢者施設、保育園、学童保育、学校、介護事業所、
介護従事者（調査員、見守りも含む）、観光関係ス
タッフ等への定期的な検査の継続、再開、実施を。

（２）医療、診療体制を万全に。

①入院が必要でも病床ひっ迫等で自宅療養、自宅療養
期間中の容態悪化等の場合に、地域の医療機関によ
る訪問診療が必要だが、可能なのか。
②「全数把握」が中止されても、全ての患者への健康
観察や経過確認を行い、放置されないよう対応を。

（３）後遺症についての情報提供や発信、実態把握、相談
体制の整備を。

（４）インフルエンザとの同時感染に備え、無償での予防
接種の継続、拡充を。

２．物価高や負担増から高齢者の生活守る支援を 町長
福祉課長

（１）１０月実施の後期高齢者医療費窓口負担増への減免、
介護職員の処遇改善補助金の介護報酬対応による被保
険者、利用者への負担増とならない措置を。

（２）今冬に備えた灯油代補助、電気代補助の検討、実施
を。

（３）介護保険料の時限的な減免を。

（４）国民年金世帯など低所得世帯への支援金給付を。

３．ごみ収集場所の見直し等について 町長
農村振興課長

（１）高齢化や運転免許返納等が進む中、場所により収集
場所まで行く、運ぶことが困難なケースも増えてきて
いると考えられるが、町の認識は。

（２）実態を把握し、収集場所の再編等の見直し、個別対
策の実施など検討を。


